
４月 15日 「桜野小学校のシンボル  

－校章に込められた思い－」 

 

４月８日の始業式、入学式から１週間が過ぎました。桜野小学校の子供たち

の元気なあいさつ、友達を思いやる心がたくさん見られて素晴らしいです。 

先週の一年生を迎える会でも、全校の子供達が温かく一年を迎えていました。

その気持ちにこたえるように、１年生も学校生活に慣れるようにがんばってい

ます。 

さて、これを見てください。これは桜野小学校の校章といって、桜野小学校

のシンボルマークです。このシンボルマークは学校の旗である校旗にもついて

います。まず形は何に似ていますか。そうです、桜の花びらに似ています。桜

野小学校という名前に合った形をしています、そして、

このマークをよく見てみると、２本の線が道になって

います。その道をたどっていくと、どこまでもずっと続

く道になっています。これには、多くの人たちに温かく

見守られ、愛されながら、未来に向かって大きく発展し

ていくという願いが込められています。すてきなデザ

インですね。 

ぜひ、この願いを受け止め、桜野小学校の皆さんが大きく成長し、学校も大

きく発展できるよう、皆さんと力を合わせて今年１年、取り組んでいきましょ

う。 

さて、この校旗は雨の日は除いて、毎日、校庭のポールに取り付けられ、下

校には取り外されています。誰が取り付けと取り外しをしているか知っていま

すか。それは、毎年、最高学年の６年生が交代で行っています。学校に込めら

れた願いを最高学年の６年生が受け継ぎ、実現に向けた責任を果たしているの

です。最高学年のバトンを受けた６年生、これからもよろしくお願いします。

そして今日から始まる委員会活動でも、５年生・６年生の力を合わせ、学校の

ため、地域のために何ができるかを考え、自分たちの願いをこめた活動をして

みてください。 


